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まつ 白い ネコ 

九州の 北海 岸の、 ある 淋しい 村に、 古い 小さな 神社 

が ありました。 その 神社の そばの あばら 屋に、 おじい 

さんと おばあさん とが 住んで いました。 おじいさん は 

神社の 神主で、 ふだん は、 近くの 人達の ためにお 祈り 

しゅうじ 

をして やったり、 子供達に お 習字の けいこ をして やつ 

たりして いました。 えらい 学者 だとの 噂でした。 

この 老人 夫婦と いっしょに、 十二 I 三 歳の 男の子が 

いました。 老人 達の 孫に あたる 子供で、 早くから ふた 

親に 死なれ、 ほかに 身寄り もない ので、 ひきとられて 



てる 曲り角まで 来ました ときに、 ばつたり 前に 倒れ ま 

した。 

太郎は 自分で もび つくりして、 頭 を あげて 見 まわし 

ました。 そして、 膝が しらで 起き上がろう とすると… 

…なおび つくりした ことに は、 杉の 木の 根元に、 吹き 

寄せられて 積もって る 雪が、 ひとかたまり、 むくむ く 

と 動き 出しました。 おや …… と 思って、 よく 見る と、 

そのまん 中に、 金色と 銀色との 二つの 玉が、 ぴかリ と 

光って います。 …… それが、 猫でした。 

太郎は 夢中に 立ち上って、 猫 を 抱きと りました。 I 

I 一本の 混じり 毛 もない、 全身 まつ 白な 小さな 猫で、 



おじいさん は、 こたつから 出て きました。 

「ほう、 なるほど、 これ は 珍しい、 きれいな 猫 だ」 

だ い こくぼう 

太郎は マント も 大黒 帽も 手袋 もた び も、 そこに 放リ 

だして、 上がって きました。 

「おじいさんの 髭より、 もっと まつ 白でしょう 雪よ 

り 〔# 「でしよう 雪より」 は ママ U 白 かったん だもの… 

〜」 

しろ ひげ しつ ぼ 

おじいさんの 胸まで たれて る 白 髭より 猫の 尻尾の 長 

い 毛の 方が、 いっそう 白くて 光って きれいでした。 

「でも …… どこの 猫でしょう。 うちにお いといて、 い 

いかしら」 



えだし、 海 は 平に ffl いでいます。 

太 郎はチ 口 を つれだして、 野原 や 海岸で 遊びました。 

通りが かりの 人達 は、 まつ 白な 美しい チロ を、 立ち 止 

ま つ て 眺めました。 

りんご やなし を 籠に かついで る 人が、 通りかかり ま 

した。 

「まあ、 きれいな 猫です ね。 どんな もの を 食べて るん 

です 力」 

「なんでも 食べ るよ」 

と、 太郎は 答えました。 

「りんごで もな しで も、 食べる よ」 



「そんなら、 地に もぐらして ごらん」 

「いいと も。 だけど、 地面の 中 じゃあ、 道に 迷う とい 

けない から …… そうだ、 地の 中に、 いっぱい 口 ー ソク 

をつ けて くれよ」 

相手の 子供 は 困った 顔 を 〔# 「困った 顔 を」 は 底本で は 

「困って 顔 を 匕 しました。 そして 言いました。 

「そんなら、 空 を 飛ばして ごらん」 

「いいと も。 だけど、 鳥 じ やない から、 やたらに 飛ぶ 

わけに はいかんよ。 ここまで つて はっきり、 空中に 印 

をつ けて くれよ。 すぐに 飛ばして みせよう」 

相手の 子供 は 困って、 黙り こんで しまいました。 



「私に くださいね。 どんな 〔# 「どんな」 は 底本で は 「ど 

んで匕 お礼で もします から」 

女 は ポケットから、 手に いっぱい 銀貨 を 取り出して、 

差し出しました。 太 郎は頭 を ふりました。 女 は 次に、 

きらきら 光る ナイフ を 差し出しました。 次に は、 金の 

鎖の ついて る 万年筆 …… 次に は 美しい 金時計 …… 。 

「いや だ、 いや だ、 いや だ」 

そう 叫んで、 太郎 はいきな リ 立ち上がって、 チロを 

かかえて、 逃げ出しました。 

一生懸命に 走りました。 しばらくして、 振り返って 

見る と、 あの 男と 女が、 遠く、 海岸の 上に、 馬の 手綱 



それから、 三日 目の 朝 不思議な ことが 起こりました。 

家の そばの 神社の 前に、 美しい 米俵が 十四 I 五、 三角 

形に 積み重ねて あります。 来が いっぱい 詰まって、 き 

れいにく くりあげられ てる、 ま 新しい ものです。 

それ を 見つけて、 太郎 は、 おじいさん を 呼んで きま 

した。 

「ぼく、 びっくりし ちゃった。 誰が したんでしょう」 

きとく 

「なるほど、 奇特な こと だ。 いまに、 その 人が やって 

来る かもしれ ない …… 」 

神主 をして いるお じいさん は、 手 をた たいて、 丁寧 



くち ひけ 

ました。 顔 は 平たく、 長い 口髭 を はやして いて、 頭が 

ひどく 禿げて いました。 

その 男が、 チロを 抱いて る 太郎を 見る と、 つかつか 

と 立って きて、 低く おじぎ を 〔# 「おじぎ を」 は 底本で は 

「おじき を 匕 しました。 

「おう、 よく 来ました」 

そして チ 口の 方へ、 大きく 開いた 両手 を 差し出し ま 

した。 

「おう、 白い きれいな 猫 …… 金の 目 …… 銀の 目 …… お 

う、 よく 来ました」 

それから チロを 抱きと つて、 部屋の 中 を 歩き だし ま 



した。 

「これ、 名前、 何とい います か」 

「チ 口です」 と、 太郎は 答えました。 

「チロ …… チロ …… よい 名前 だ …… チロチ 口 …… 」 

そして 彼 はもう、 チロ だけし か 相手に しません でし 

た。 

まり さ る < ま 

部屋の 中には 人形 ゃ毬ゃ 汽車 や、 馬 や 猿 や 熊な ど、 

いろんなお もちやが ありました。 彼 は それ をと つてき 

て、 チ 口に 見せました。 チロ はテ— ブルの 上に じっと 

してい ましたが、 赤い 人形の 絵が 描いて ある 大きな ガ 

ラス 玉 を 見る と、 ひょいと 片手 を 出し、 それから 句い 



うまや と-つ 

教わりました。 厩に 馬が 二 頭い まして、 キシ さん は 

その 一 頭 を 引き出して は、 いろんな こと を 教えて くれ 

ました。 何でも 知っていました。 えらい 人の ようで し 

た。 

こずえ 

ところが、 ある 日の 夕方、 松の梢に 小鳥の 巣 を 探し 

つばき 

ながら 太郎が 歩き まわって いますと、 向こうの、 椿の 

茂みの 陰から、 彼 を 呼ぶ ものが あります。 行って みる 

と、 キシ さんでした。 

「太郎 さん、 これ、 よくで きた、 ね」 

どこから 取って きたの か、 ねばねばした 赤土で、 大 

きな 猫 を こしらえ てるのでした。 手 を 泥 だらけに して 



キシ さん はまた、 is のよう な こと をく り 返しました 

禿げた 頭が 赤く、 顔 も 赤くな つ て、 一 生 懸命に や つ て 

います。 もう、 うす 暗くな りかけ ていて、 松林の 中 は 

し ー ん としてい ます。 じっと見て いると、 赤土の 猫が 

…… じりじり、 前の ほうに 動きだして …… 。 

太 郎は目 をみ はりました。 すると、 それ はや はり、 

赤土の 猫でした。 彼 は 頭 を 振りました。 無理に 言い ま 

した。 

「明日、 明るい 時で なくつ ちゃ、 わからな いや」 

「よろしい、 明日、 します」 

二人 は 約束し ました。 太郎 はび くびく した 気持ちで 



「そして、 金銀 廟の 猫と いうの は？」 

と、 太郎 はたず ねました。 

「おう、 金銀 廟の 猫！」 

と、 キシ さん は 叫びました。 

みや 

玄 王の 城の 中に、 金銀 廟 という 宮 がありまして、 白 

きんめ ぎんめ 

い 塔が 建って いて、 そこに は、 金目 銀 目の 猫が まつつ 

て 〔# 「まつって」 は 底本で は 「まって 匕 あるので す。 そ 

まち 

れが、 城の 護リ 神です。 何 か 願い ごとが ある 時には、 

その 猫に 祈れば き つと かなう と、 言い伝えて あります- 

い つ しん きんめ ぎんめ 

「私、 その 猫に、 了 心に 祈った。 そして、 金目 銀 目の 

猫、 見つかった。 それで、 私、 なお 祈った。 無事に 



太郎は 気がついて、 目 を 見張りました。 向こうに、 

みすぼらしい みなりの 十五 I 六 歳の 少年が、 ぴかぴか 

光る 輪 をい くつ も 持って、 それ を 投げたり 受けと めた 

りして、 ひとりで 遊んで いました。 いや、 遊んで るの 

ではありません。 一生懸命 になって、 なに か 練習して 

るので す。 輪 を 一 つ 受け そこなって、 とり 落とす と、 

o た， ^ 

自分で 額 をた たいて、 歯ぎ しり をして います …… 。 

太郎は その 方に やって 行きました。 

「何 をして いるの？」 と、 太郎 はたず ねました。 

少年 は 悲しそう な 目付きで 答えました。 

「練習して るんだ よ」 



「なにし に 行 くんだ い」 

太郎は 黙って いました。 

「行った つてお もしろ いこと はない よ。 ぼく は 小さい 

時、 おじさんに 連れられ てきて、 ほうぼう を まわった 

が、 つまらなかった。 いやにな つて、 また ちょっと、 

日本に 戻った けれど、 日本で も、 あまりお もしろ いこ 

とはなかった。 それに、 おじさんが 病気 をして、 手足 

がよくき かなくな つて、 手品が うまくつ かえな いんだ _ 

それで、 また 満州に 行く ところ だよ」 

「そして、 これから、 何 をす るつ もり だい」 

「やっぱり、 手品 使い さ。 ああ、 ぼくが 早く じょうず 



て 行ける かわからない ところです。 松 本さん と キシさ 

んと は、 いろんな 方面に ついて、 はっきりした 事情 を 

しらべ にか かりました。 

チヨ子 は、 家の 中で チ 口と 遊んで ばかりいて、 少し 

も 外に 出ませんでした。 それで、 太郎は ひとりで よく 

出かけました。 

大 連に は、 いろいろな 国の 人が 多く、 いろいろ 立派 

な 家が 並んで るので、 太 郎には 珍しく おもしろく 思わ 

れ ました。 

ある 日 も太郎 は、 ひとりで ぶらぶら 歩いて いました- 

すると、 港 近くの 広場に おおぜい 人だかりが している 



とだし、 「秘密、 秘密」 と言われ たの は、 何 かわけ が あ 

るに 違いありません。 それで 太郎 は、 わざと 知らん顔 

をして いました。 

「それで は、 道具の かわりに、 そのお 金 を あずかって 

おきます 明日 〔# 「おきます 明日」 は ママ r ここに 

来て ください。 そしたら、 すばらしい 手品 をして 見せ 

ましょう」 

かなわ さら 

キシ さん はお 金 を 渡す と、 金輪 や 皿 や ナイフ や 大き 

ま：：' 

な毬 など、 手品の 道具 を、 地面に 敷いて あつたむ しろ 

に 包んで、 それ を かかえて、 さっさと 立ち去って しま 

いました。 



おおぜいの 見物人 も、 しだいに 立ち去って しまい ま 

した。 

広場の まん 中で、 太郎と 手品 使いの 少年と は、 ぼん 

やり 顔 を 見 あわせました。 少年 は、 ただ あっけに とら 

れ てるよう でした。 

太郎は 言いました。 

「きみの 道具 を 持って いった あの人 は、 ぼくが 一緒に 

いる 人 だよ。 今 は あんな 汚 いないな リを 〔# 「汚い ない 

なリ を」 は ママ U していた が、 偉い人 なんだ。 心配し な 

いで もい いよ」 

「でも、 あす はどうしょう」 



「こんな 汚い ごみの 中 をつ つ つくの はい や だ。 おまえ 

がつつ ついたら いい じ やない か」 

そして 二つの くちばし は、 暄嘩を 始めたん だよ。 長 

いくちば し はお 腹が 空いて 困る から、 ごみの 中 を つ つ 

ついて みろ と、 短い 方に 言う し、 短い くちばし は、 え 

て かつ てな こと を 言う 奴 だと、 長い 方 を 怒つ たんだよ _ 

いつも 何 かうまい ものが あると、 長い 方が 先に 食べて 

しまった。 森の 中で 美しい 果物 を 見つけたり、 川の 中 

できれい な 魚 を 見つけた リ すると、 長いく ちばしが 先 

かわ ほね 

に それ をつつ ついて、 短い くちばしに は、 皮 や 骨し か 

くれなかった。 それ を、 短い くちばし は 怒って いたん 



力 レ」 

「ああ、 いくつ も 知って るよ。 もっと 話して あげよう 

か …… 。 あ、 おじさんが 起きた …… 」 

薄い 布団に 〔# 「布団に」 は 底本で は 「布団ん に 匕 くる 

まって 眠って いた 老人が、 からだ を 動かして、 そして 

目 を 開いて、 こちら を 不思議 そうに 見て いました。 

老人 は、 薄い どてら を ひっかけて、 起き あが リ まし 

た。 やせ 細って いて、 顔 や 手 は 日に 焼けて 赤黒く、 髪 

に は 白髪が 交って いて、 みすぼらしい ようすで したが、 

目 だけ はきれ いに 澄んで 光って いました。 



「わかった でしよう。 それ は、 地図です よ。 さて、 そ 

きんぎん びょう 

の 金銀 廟 というの は …… 」 

老人 は 他の 紙一枚 よりだして、 その 始めの 方 を 指し 

ました。 そこ を 眼鏡での ぞいて みると …… 白い 塔が 

立って いて、 その上に、 小さな 白 猫が 寝て います。 よ 

く 見る と、 太 郎のチ 口と そっくりで、 いまにも 起き あ 

が つ て 駆け出し そうです。 

太郎は 驚いて しまいました 〔# 「驚いて しまいました」 

は 底本で は 「驚いて しまし いました 匕。 ちょうど、 窓から 

夕日が 差して、 部屋の 中が まつ 赤に なり、 まるでお と 

ぎば なしの 国に いるよう な 気 もちでした。 



しい やら 気に かかる やらで、 いきなり、 キシ さんがい 

る 部屋に 飛び込んで いきまし たが、 入口で、 びっくり 

して 立ち止まりました。 

部屋の 中 は ごったがえして いました。 一郎から あず 

かった 手品の 道具の ほか、 はしご だの、 網 だの、 棒 だ 

の、 いろんな ものが 散らかつ ており、 帽子屋 や、 仕 立 

屋 などが 来て いて、 キシ さんと チヨ子と が、 手品 使い 

の 服装 を あつらえて いるので す。 

「よいと ころへ 帰りました」 

と、 キシ さん は 太郎に 言いました。 

「みんな、 手品 使いに な るんで す あなた も 〔# 「なる 



ん です あなた も」 は ママ r すきな 服、 あつらえなさい」 

「みんなで 手品 使いになる の？」 

「そうです、 そうです」 

そして キシ さん は 〔# 「キシ さん は」 は 底本で は 「キシ 

さは 匕、 太郎を 部屋の すみに ひっぱって いって、 小声 

で 言いました。 

きんぎん びょう 

「手品 使いに 化けて、 金銀 廟 まで 行けます。 あやし 

む 人、 ありません。 無事に 行けます」 

「すてき だ、 おもしろ いな あ」 と、 太郎は 叫びました- 

「すぐに 行こう よ」 

ひみつ ば 

「しつ、 秘密、 秘密。 うまく 化ける こと、 大事です」 



「私 も 負けない」 

あくしゅ 

そして ふたり は、 笑いながら 握手し ました。 

太郎は その 夜、 眠られませんでした。 キシ さんと 芸 

の 競争 をす る ことにな つてみ ると、 さあ、 負けた く は 

てじな てじな 

ありません。 けれど、 手品 も 〔# 「手品 も」 は 底本で は 

てじな きじゅ つ 

「手品の 匕 奇術 も、 これまでに 一 度 も 習った ことが なく、 

なんにも 知りませんでした。 キシ さんと 競争 どころ か、 

へた をす ると、 見物人た ちから 怒られる かもしれ ませ 

ん。 下野 一郎 さえ も、 見物人た ちから 怒られた ので あ 

る。 

「困った な あ …… 」 



が、 日の 光に 照り映え、 帽子の 白い 羽が ちらちら ふる 

えました。 そして チヨ子 は、 美しい 声で 歌いました。 

魔法の はし) J は、 

のびるよ、 のびるよ、 

天までと どくよ。 

天に のぼれば、 

五色の 花が、 

咲いた、 咲いた よ、 

五色の 花が。 



「そんなば かな ことがある もの か。 とんでもな いこと 

をい う 奴 だ。 けちをつけ やが つて …… 今晩はめ し を 食 

わして やらない ぞ。 出て いけ！」 

そして 少年 は、 御飯 も 食べさして もらえず、 外に 追 

い 出された のでした。 

「その 馬車 を 買いましょう よ。 ちょうど いいや」 

と、 太郎 はキシ さんに ささやきました。 

「うむ、 よかろう」 

と、 キシ さん は 答えました。 

そこで、 ふたり は 少年に 案内 さして、 メ — ソフの 

こぶつ てん 

古物 S に 行きました。 



ろと した 荒野の 中 や、 いつ 通りぬ けられる かわから な 

い 森の 中な どに、 いくにちも 迷い こんだり、 けわしい 

山の すそ を 遠く まわったり、 雨が 降って 旅が できな 

かったり、 いろんな ことがある うえに、 夜 はいつ も 

ばしゃ 

馬車の 中に 寝なければ なりませんでした。 けれどもみ 

んな、 チロも 馬 も 元気でした。 キシ さん は 歌 をうた つ 

たり、 おかしな 話 をしたり して、 太郎と チヨ子 を 笑わ 

せました。 

それから、 カラ マツの 森の 中に、 また 迷い こんで、 

四 I 五日 も 出られなかった 時 は、 さすがの キシ さん も 

弱った ようでした。 一番 困る の は、 水が なかなか 見つ 



からない ことでした。 そして ある 夕方、 思いがけなく 

その 森から 出る と、 すぐ そこに、 ひとかたまりの 家が 

ありまして、 その 先に は、 青々 とした 野原が 広がって 

いました。 

「村 だ、 村 だ」 と、 キシ さん は 叫びました。 

馬 を 駆けさせて、 村に はいりました。 

村と いっても、 十二 I 三 軒の 家 だけで、 その 家 はみ 

つちかべ かわらやね 

んな、 低い 土壁に 瓦屋根 をのせ て、 入口が 一 つついて 

いるき りでした。 そして 不思議な ことに は、 その 入口 

はみ な、 がんじょうな 戸が 締めき つて ありました。 

キシ さん は 馬車から 下りて、 家の 戸 を 一つ一つ 叩い 



てまわり ましたが、 誰も 開けて くれる 者 はなく、 返事 

もな く、 家の 中には 人の けはい もありませんでした。 

「おかしい。 誰もい ない」 

太郎も 馬車から 下りて、 家の 戸 を 叩いて まわり まし 

た。 

「どこに も、 誰もい ません ね。 どうしたん でしよう」 

キシ さんと 太郎と は、 なお 村の 中 を 見て まわり まし 

寸+6 い 

たが、 やっぱり 人の 気配 はしませんでした。 それから 

村の 横手に は、 大きな にごり 池が ありまして、 その 岸 

に、 亀が 幾 匹 かいて、 きょ とんと 頭 を あげて 空 を 見て 

いました。 



う」 

チ 口の 国 

その 夜、 奇術師に 化け てる三 人 は、 城の 中の せまい 

一 室に、 とめおかれました。 

キ. j さ ゆ ラ 

三人 は、 ひそひそ 相談し あいました。 いろいろ 危急 

げんおう 

な ことが かさなって います。 そしてまず 第一に、 玄王 

のこと を さぐりださねば なりません。 

ひぞく 

夜 遅く、 城の 中の 匪賊 達が 寝 しずまつ たころ、 太郎 

と チヨ子 は 起き あがって 部屋から 出て いきました。 チ 



「もしもし、 金目 銀 目の 猫が 来ませんでした か」 

小さな ランプの つい てるきり の、 うす 暗い 中から、 

二 I 三人の 男が 〔# 「二 —三人の 男が」 は 底本で は 「二 I 

三人の 男が 匕 起き あがりました。 

「うるさい な。 猫なん かいない よ。 病人が いるき り 

だ」 

「いいえ、 確かに チ 口が、 こっちへ 逃げて 来たんで す」 

ふたり は どしどし、 中にはい つてい きました。 

奥の 方に 祭壇が あって、 金銀の 厨子の 中に、 猫の 像 

が 金目 銀 目 を 光らして おり、 いろんな 不思議な 器物が 

並んで いました。 そして その 前に、 病人ら しい 男が 寝 



した。 

何もかも すっかり、 はっきり しました。 

ひぞく かしら げんおう 

匪賊の 首領 は、 玄 王の ふい を 襲って、 その 城 をのつ 

ひとじち 

とりまし たが、 負傷した 玄王を 人質に とって、 金銀 廟 

の 中に おしこめ、 自分 は玄 王に 仕えて る 者 だ、 と、 勝 

手に いって、 ふきんの 土地 を 治め、 やがて は その 王に 

なる つもりでした。 けれど、 玄 王の 部下た ちが あちら 

こちらに いて、 なかなか 思うよう になり ませんで した _ 

げんおう 

しじゅう 戦いが おこりました。 けれど 玄 王の 部下 達 

ひとじち 

も、 玄 王が 人質に なって いるので、 思いきって 攻め 寄 



ました。 

きじゅ つ 

「奇術の 法で やって みます」 と、 キシ さん は 答え まし 

た。 

「目に も 止まらぬ 早技です」 

キシ さん は 静かに 進んで いきました。 そして 捕虜 達 

の 側に 立ち止まって、 大きな 刀 を 二 I 三度 打ち 振り ま 

きじゅつ 

した。 その 時にはもう、 奇術師の みなり こそして いま 

すが、 目 は 鋭く 輝 やき、 勇気が 全身に、 みちみちて、 

リ はくしょ うぐん 

勇ましい 李 伯 将軍に 変って いました。 

ひぞく 

匪賊 達 は、 何 か はっとして、 ものに おびえた ようで 

した。 
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